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新
緑
が
目
に
沁
む
５
月
、東
京
・

川
崎
・
伊
東
・
高
山
・
京
都
か
ら

５
名
と
同
伴
の
夫
人
２
名
が
参
加

し
、
琵
琶
湖

畔
の
宿
で
盛

大
に
開
催
し

た
。
宴
の
始

ま
る
前
、
既

に
こ
の
世
を

去
っ
た
級
友

50
数
名
の
魂

　

５
月
28
日
〝
か
ま
く
ら
ク
ラ

ブ
〞
に
て
一
年
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会

を
開
い
た
。今
回
は
19
名
集
ま
り

昔
話
等
に

大
い
に
盛
り

上
が
り
、
来

年
は
一
泊
旅

行
を
し
よ
う

と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。

　

 
第
８
回
の
ク
ラ
ス
会
を
セ
ン

ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館
に
て
行
い
ま
し

た
。連
絡
の
取
れ
た
も
の
27
名
、出

席
者
14
名
で
し
た
。80
歳
に
手
が

届
く
年
齢
を
数
え
、体
調
を
崩
す

方
が
多
く
な
り
ま
し
た
。元
気
な

う
ち
に
出
来
る
だ
け
顔
を
合
わ

せ
て
お
く

こ
と
が
大

事
と
、出
席

者
は
元
気
一

杯
昔
を
偲

ん
で
楽
し
い

語
ら
い
の
時

を
過
ご
し
、

終
了
後
は

　

平
成
21
年
度
立
英
会〔
E
S
S

卒
業
生
の
会
〕は
百
名
を
超
え
る

O
B
・
O
G
が
出
席
し
石
川
弘
修

氏（
Ｓ
39
）に
よ
る「
国
際
報
道
と

日
本
」
と

題
し
た
講

演
が
行
わ

れ
、
続
く

総
会
で
は

小
野
進
氏

（
Ｓ
40
）が

立
英
会
新

会
長
に
選

出
さ
れ
ま

　

４
月
17
日（
土
）和
田
先
生
の
喜

寿
の
お
祝
い
を
兼
ね
て
、和
田
ゼ

ミ
の
有
志
14
名
が
池
袋
・
東
明
大

飯
店
に
集
い
ま
し
た
。当
日
は
と

て
も
77
歳
に
な
っ
た
と
は
思
え
な

い
昔
と
変
わ
ら
ぬ
和
田
先
生
、そ

し
て
全
員
の
近
況
報
告
を
聞
き
な

が
ら
、大
い
に
飲
み
、か
つ
大
い
に

語
り
、本
当
に
楽
し
い
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。最
後
に

は
差
し
入
れ

の
豪
華
な
お

祝
い
の
ケ
ー

キ
と
応
援

歌
で
盛
り
上

が
り
、
次
回

の
再
会
を
誓

い
解
散
と
な

り
ま
し
た
。

　

威
友
会
で
は
、毎
年
総
会
の
ほ

か
に
、O
B
が
集
ま
り
講
演
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。今
年
度
も
第

二
回
講
演
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。講
師
は
我
が
小
林
ゼ
ミ
O
B

の
黒
岩
晶
さ
ん（
Ｓ
46
）で「
私
と

日
本
百
名
山
」と
い
う
演
題
で
、

仕
事
の
傍
ら
、「
日
本
百
名
山
」を

踏
破
し
た
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
、

喜
び
、人
生
へ
の
教
訓
等
、熱
の
こ

も
っ
た
お
話
を
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も

外
部
か
ら
の
講

師
だ
け
で
は
な

く
、豊
富
な
経
験

を
お
持
ち
の
ゼ
ミ

O
B
か
ら
の
お
話

を
聴
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

テ
ニ
ス
と
い
う
一
つ
の
共
通
事

　

２
０
０
３
年
の
卒
業
40
周
年

の
集
い
以
来
、毎
年
開
催
し
続
け

て
い
ま
す
。今
回
は「
70
歳
の
古
稀

祝
」も
兼
ね
て
の
開
催
で
、ま
ず

「
記
念
ハ
ガ
キ（
70
歳
の
一
言
）」を

募
集
、22
名
の
言
葉
や
写
真
な
ど

を
ク
ラ
ス
会
当
日
会
場
で
ス
ラ
イ

ド
上
映
。ま
た
、九
州
旅
行
で
撮
影

し
て
き
た
地
方
会
員
２
名
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
ビ
デ
オ
も
上
映
。最
後

に
参
加
者
全
員
の「
70
歳
の
人
生

中
締
め
発
言
」を
録
画
。70
歳
の

記
念
品
を
作
成
し
ま
し
た
。そ
れ

ぞ
れ
の
人
生
を
歩
ん
で
き
た
発
言

を
相
互
に
報
告
傾
聴
す
る
ク
ラ
ス

会
と
な
り
ま
し
た
。今
回
の
ク
ラ

ス
会
の
記
録

は
す
べ
て
1

枚
の
D
V
D

に
纏
め
ら
れ
、

ま
た
一
つ
の

「
70
歳
の
思
い

出
」
が
全
員

に
届
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

12
月
12
日（
土
）経
済
学
部
川

鍋
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
O
B
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。今
年
は
、先
生
が
満
80

歳
を
迎
え
ら
れ
た「
傘
寿
の
会
」で

も
あ
り
ま
す
。昭
和
35
年
の
第
一

期
生
か
ら
平
成
７
年
卒
ま
で
総
勢

55
名
が
参
加
し
ま
し
た
。年
齢
差

　

２
０
０
９
年
11
月
に
準
備
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
初
め
て
の

O
B
・
O
G
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
、

現
役
学
生
18
名
を
含
め
１
４
０

名
が
出
席
し
ま
し
た
。１
９
７
１

年
に
創
立
以
来
、O
B
会
組
織
が

な
か
っ
た
た
め
、初
め
て
の
全
体

で
の
会
と
な
り
ま
し
た
。中
村
正

弘（
４
期
）を
会
長
に
選
任
の
後
、

懇
親
会
に

な
り
２
時

間
が
あ
っ

と
い
う
間

に
過
ぎ
ま

し
た
。次
回

は
２
０
１

１
年
５
月

14
日（
土
）

開
催
予
定
。

　

昨
年
に
続
い
て
、
第
一
食
堂

パ
ー
テ
ィ
ー
ル
ー
ム「
藤
だ
な
」

で
、
１
９
８
０
年
前
後
の
卒
業
生

を
中
心
と
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

研
究
会
O
B
会
を
開
催
し
ま
し

た
。今
年
の
参
加
者
は
26
名
。卒

業
以
来
の
再
会
と
な
っ
た
仲
間
も

多
く
、30
年
の
歳
月
を
超
え
た
２

時
間
で
し
た
。み
な
50
歳
を
過
ぎ

て
自
分
の
時
間
を
少
し
持
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。『
元
気
で
い

れ
ば
ま
た
会

え
る
』、
そ
う

約
束
し
て
散

会
と
な
り
ま

し
た
。来
年
は
、

５
月
21
日（
土
）

開
催
で
す
。

項
で
知
り
合
っ
た
仲
間
達
、年
の

差
が
あ
っ
て
も
時
代
の
垣
根
を
通

り
越
し
、O
B
・
O
G
同
士
の
懇

親
か
ら
現
役
と
の
意
見
交
換
ま

で
、昔
話
・
近
況
報
告
・
現
役
か

ら
の
ク
ラ
ブ
の
有
り
方
の
相
談
な

ど
、今
年
も
話
が
尽
き
る
事
な
く

時
間
が
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。ま

た
、
２
年
前
に
ク
ラ
ブ
の
顧
問
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
文
学
部
西
原

教
授
の
御
出
席
も
あ
り
、さ
ら
に

一
層
の
盛
り
上
が
り
が
あ
っ
た
会

に
な
り
ま
し
た
。現
役
か
ら
は
、現

在
の
ク
ラ
ブ
の
状
況
と
大
会
の
報

告
が
あ
り
、ま
た
、ク
ラ
ブ
設
立
か

ら
の
悲
願
で
あ
っ
た
大
学
の
公
認

団
体
へ
の
承
認
が
今
年
実
現
出

来
る
見
通
し
の
報
告
も
あ
り
ま

し
た
。何
年
経
過
し
て
も
、同
じ

時
代
を
生

き
た
仲
間

は
、
会
え
ば

そ
の
時
代

に
戻
る
事

を
実
感
し
つ

つ
、
さ
ら
な

る
O
B
会
の

発
展
を
誓

い
散
会
し

ま
し
た
。来

年
の
会
は
、

の
平
安
の
た
め
祈
り
を
捧
げ
た
。

翌
日
、も
う
す
ぐ
米
寿
を
迎
え
る

老
兵
共
が
、琵
琶
湖
ク
ル
ー
ズ
、彦

根
城
、古
い
町
並
な
ど
を
巡
り
歩

い
た
。こ
の
ク
ラ
ス
会
は
20
数
年

前
か
ら
毎
年
各
地
で
開
い
て
い

る
。来
年
は
、四
国
道
後
温
泉
で
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。こ
れ
が
最

後
の
ク
ラ
ス
会
と
な
る
の
で
は
?

　

何
よ
り
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
は
ひ
ょ

こ
っ
と
顔
を
出
し
て
下
さ
っ
た
糸

魚
川
理
事
長
で
す
。気
さ
く
な
笑

顔
で
語
ら
れ
た
ス
ピ
ー
チ
の
感
動

的
だ
っ
た
こ
と
!
現
役
を
含
め
約

30
人
が
老
い
も
若
き
も
入
り
交

じ
っ
て
の
懇
親
会
は
ま
さ
に「
異

文
化
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」。

楽
し
く
濃
密

な
2
時
間
で
し

た
。ス
ペ
イ
ン

語
会
は
２
年
後

に
50
周
年
を

迎
え
ま
す
。是

非
多
数
O
B
の

ご
参
加
を
‼

40
年
、今
さ
ら
な
が
ら
先
生
の
教

育
者
と
し
て
の
道
の
り
の
長
さ
、

深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。奥
さ
ま
を

亡
く
さ
れ
一
人
住
ま
い
を
さ
れ
て

い
る
先
生
で
す
が
、元
気
に
参
加

さ
れ
、皆
安
堵
し
ま
し
た
。先
生

に
は
い
ま
だ
回
復
の
兆
し
の
見
え

な
い
日
本
経
済
に
つ
い
て
、鋭
く

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、「
学

生
」に
と
っ
て
は
、い
つ
も
な
が
ら

背
筋
の
伸
び
る
講
義
で
し
た
。こ

の
日
、先
生
へ
の「
学
生
か
ら
の
贈

り
物
」と
し
て
、毎
月
世
界
の
銘
酒

が
届
く
目
録
を
差
し
上
げ
ま
し

た
。先
生
の
お
宅
へ
毎
月
有
志
で

押
し
か
け
て
、飲
み
会
を
開
く
た

め
で
す
。川
鍋
ゼ
ミ
会
は
、今
や
先

生
を
中
心
に
し
た
家
族
の
よ
う
な

居
心
地
の
良
い
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
も
先
生
が
元
気
で
ご
参

加
く
だ
さ
る
賜
物
と
認
識
し
て
い

ま
す
。来
年
の
O
B
会
で
の
再
会

を
約
し
た
あ
と
、キ
ャ
ン
パ
ス
の

ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
を
仰

ぎ
見
て
池

袋
の
街
へ
繰

り
出
し
ま
し

た
。

　

01
年
に
始
ま
っ
た
三
戸
公
先

生
と
の
勉
強
会
は
６
回
目
と
な

り
、Ｏ
Ｂ
21
人
と
ゲ
ス
ト
３
人
参

加
で「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
大

恐
慌
」に
つ
い
て
話
合
い
ま
し
た
。

N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル「
マ
ネ
ー
資

本
主
義
」総
集
編
D
V
D
放
映
に

続
き
、ゼ
ミ
O
B
の
投
信
会
社
社

長
の「
投
資
信
託
の
現
状
と
今
後
」

講
演
が
あ
り
、最
後
に
三
戸
先
生

か
ら「
新
し
い
資
本
形
態
の
出
現
」

の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。勉
強
会

後
の
コ
ン

パ
で
は
米

寿
過
ぎ

と
思
え
な

い
先
生
の

迫
力
を
サ

カ
ナ
に
盛

上
り
ま
し

た
。

小
笠
原
前
チ
ャ
プ
レ
ン
の
案
内
で

新
し
い
建
物
が
増
え
た
池
袋
の
構

内
を
散
策
、懐
旧
の
思
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。来
年
も
是
非
会
い

た
い
、一
泊
旅
行
も
や
り
た
い
な

ど
の
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。来
年

も
５
月
の
第
４
木
曜
日
に
開
催
予

定
で
す
。是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

し
た
。ま
た
懇
親
会
で
は
皆
さ
ん

当
時
の
懐
か
し
い
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
て
お
ら
れ
、最
後
は
恒

例
の
応
援
団
に
よ
る
演
舞
そ
し
て

応
援
歌
、校
歌
斉
唱
で
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
６
月
11
日
開
催
予
定

で
す
。
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（
篠
﨑　

記
）

（
稲
田
保
裕　

記
）

（
57
経　

髙
林
克
行　

記
）

ご協力お願い申し上げます。 

　前回同封の振込用紙にてご入金をお願いします。振込用
紙を紛失された方は校友会事務局までご連絡ください。

納入方法について

維持会費は一口3,000円以上で
　会員の皆様には一人一口3,000円以上での納入をお願
いしております。

　校友会ではこの「セントポール」誌発行をはじめ、様々な
校友会の活動をご支援いただくため、維持会費の納入をお
願いしております。昨年は 5,000 件・約 2,000 万円の
ご協力をいただきました。これからの校友会発展のために
もどうぞご支援をよろしくお願い申し上げます。

維 持 会 費 納 入

「
校
友
の
広
場
」掲
載
希
望
の
方
は
、（1）
文
字
数
2
0
0
文
字
ま
で（
出
席
者
の
お
名
前
を
含
む
） 

（2）
写
真
１
枚（
パ
ノ
ラ
マ
不
可
）を
下
記
ま
で
送
付
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
投
稿
く
だ
さ
い
。あ
て
先 

〒
１
７
１
‐
８
５
０
１
東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
３
‐
34
‐
１ 
「
立
教
大
学
校
友
会 

会
報
担
当
係
」 

メ
ー
ル「
k
o
y
u
@
g
r
p
.
r
i
k
k
y
o
.
n
e
.
j
p
」

ク
ラ
ブ
・
ゼ
ミ

【
出
席
者
】

奥
山
福
子

栗
岩
和
彦

滝
本
光
雄

西
宇
明
男

真
野
正
裕

西
田
省
吾

小
澤　

元

黒
澤
孝
夫

中
村
哲
夫

森
口
一
彦

森
川
清
志

飯
島
靖
寿

北
澤
之
規

児
嶋
英
介

町
田
利
夫

篠
﨑
泰
弘

（
56
社 

中
村
令　

記
）

（
堀
之
内
雄
一　

記
）

（
55
経　

冨
士
野
淳　

記
）

【
出
席
者
】

米
山
典
克

向
井
容
子

大
久
保
道
雄

藤
井　

薫

和
田
先
生

守

徹

村
上
由
泰

原
田
浩
次

伊
東
茂
子

大
野
敏
之

五
十
嵐　

勇

粕
谷
隆
行

梅
本　

昇

佐
藤
真
弓

（
Ｓ
41 

中
村
修
康　

記
）

昭
和
34
年
法
学
部
E
組
ク
ラ
ス
会

'10
・
4
・
17

第
一
食
堂　

藤
だ
な

ス
ペ
イ
ン
語
会
O
B
会

総
会
&
懇
親
会

'10
・
6
・
19

第
一
食
堂
2
階

【
出
席
者
】（
1
列
目
右
か
ら
）山
本　

高

橋（
和
）　

鴨　

戸
崎　

福
島　

河
合　

糸
魚
川　

唐
澤　

小
山
田　
（
2
列
目
）

中
尾　

石
井　

原
田　

伊
藤　

現
役
5

名　
（
3
列
目
）菅
井　

下
條　

宇
張
前

坂
本　

高
橋（
利
）　

鈴
木　

現
役
2
名

池
田　

吉
田　

現
役
1
名

（
宇
張
前　

記
）

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

O
B
・
O
G
懇
親
会

'10
・
6
・
12

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

ラ
・
ポ
ー
ム
O
B
・
O
G
会

'10
・
5
・
22

第
一
食
堂

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
会
O
B
会

'10
・
5
・
15

第
一
食
堂

（
梅
本　

記
）

和
田
ゼ
ミ
O
B
会

'10
・
4
・
17

池
袋
・
東
明
大
飯
店

立
英
会
総
会
・
懇
親
会

'09
・
10
・
31

第
一
食
堂

川
鍋
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
O
B
会

'09
・
12
・
12

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

小
林
威
雄
ゼ
ミ
O
B
会（
威
友
会
）

'10
・
2
・
20

第
一
食
堂

（
内
野　

記
）

三
戸
公
ゼ
ミ
勉
強
会

'10
・
3
・
6

5
号
館

第
一
会
議
室

（
九
州
在
2
名
は
ビ
デ
オ
参
加
）

（
チ
ェ
ン
マ
イ
在
住
）

昭
和
16
年
入
学
予
科
C
組
ク
ラ
ス
会

彦
根

か
ん
ぽ
の
宿

'10
・
5
・
10
〜
11

【
写
真
】右
か
ら

花
岡　

上
西　

上
西
夫
人　

山
田
夫
人

三
浦　

山
田　

大
岡

昭
和
29
年
卒
文
学
部
A
組
ク
ラ
ス
会

'10
・
5
・
27

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

（
片
山　

記
）

昭
和
33
年
入
学
社
会
学
部
C
組
ク
ラ
ス
会

'10
・
5
・
28

か
ま
く
ら
ク
ラ
ブ

（
小
川　

記
）

（
大
岡　

記
）

【
出
席
者
】

峰
岸
伸
樹

西
島
幸
夫

関
原
達
明

鈴
木
隆
二

淀
縄
憲
一

秋
山
義
郎

中
川
重
信

野
口
佳
郎

下
坂
勝
治

谷
川
竜
史

横
山　

武

池
田
耕
二

栗
崎
淳
子

中

島 

脩

岡

崎 

厚

塩
井
清
夫

矢
部　

敏 

小
川
照
代

大
久
保
祐
子（
木
川
田
）


